
※ディスプレイは、以下の位置には取り付けないでください。走行中の視界や操作、各種メーター類の視認に支障があると交通事故
の原因になります。

●前方視界および直前側方視界を妨げる位置に取り付けると、道路輸送車両の保安基準※に適合せず車検に通らなかったり整備不良
の対象となる場合があります。
※保安基準とは、道路輸送車両の保安基準第21条、第44条、および細目を定める告示第183条、第224条をいいます。
●車両によってはディスプレイが、グローブボックス、カップホルダーに干渉したり、エアコン吹き出し口を塞ぐ場合がありますの
で、ご注意ください。
●ディスプレイを取り付けるときには、指などを挟まないようにご注意ください。特にお子様にはご注意ください。

30°以内 

市販のクランパーなどで要所を固定
しながら、運転操作に支障がないように
マイクコードを引き回します。

•前方視界を妨げる位置　　　・直前側方視界を妨げる位置　　　・ディスプレイに関しては運転中の視線移動が多い 位置
•ハンドルや各種レバー（シフトレバー、ワイパーレバー、ウィンカーレバーなど）操作や動作の妨げになる位置
•エアバックの作動を損なう位置　　　•ハザードスイッチ操作の妨げになる位置　　　•その他のコントロールスイッチ操作の妨げになる位置　  
•各種メーター、計器、警告表示が視認できない位置　　　•各種スイッチ、各種パネル、グローブボックス、カップホルダーなど車室内の装備に
干渉する場所

クランパー

0.3m

ポール

運転視界基準エリア
高さ1m、直径0.3mのポール

0.3m

0.3m
高さ1m直径
0.3mのポール

0.7m0.9m1m

2m 2m

運転視界基準エリア
高さ1m、直径0.3mのポール
適用除外エリア
（一定の大きさ以下）

①パネル背面のケーブルカバーを外す。 ②コネクターの両サイドのロックを
　押して、ケーブルを抜く。

③パネル背面のフックを両側へ広げ、
　パネルをスライドさせて外す。

■取付作業を始める前に

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される。」
内容を示しています。

注意 この表示の欄は、「障害を負う可能性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される。」内容を示しています。

絵表示の例

この表示の絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

この表示の絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この表示の絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

■お守りいただく内容の種類を次の［図記号］で区分けし、説明しています。

運転者や周囲の人々への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、以下のように区分けして説明しています。　
これらは安全にご使用いただく上で重要です。　以下の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をかなら
ずお守りください。

正しく安全に取りつけていただくために

このたびはLYNX商品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

次のことに注意しながら取り付け作業を進めてください。

取り付けおよび結線を行う前に、この取付説明書をよくお読みのうえ、安全に正しく作業してください。
取扱説明書と一緒にいつでも見れるように大切に保管してください。
＜お客様へのお願い＞
本機の取り付け・配線には、専門技術と経験が必要です。お買い上げの販売店での取り付けをおすすめします。

＜販売店様へのお願い＞
取り付け完了後、この「取付説明書」をお客様にお渡しください。

取付説明書
SKY-DA10F
SKY-DA8F　
SKY-DA7F　

：10.1インチ液晶フローティングディスプレイオーディオ
：8インチ液晶ディスプレイオーディオ
：7インチ液晶ディスプレイオーディオ

警告

警告

注意

取り付ける車のバッテリー電圧を確認する
本機はDC12V車専用です。 大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車などの24V車では使用しないでください。火災や
故障などの原因となります。

本機の電源端子をバッテリーに直接接続する場合は、指定容量以上の電源コードを使用する
指定容量に満たないコードを使用すると、電流容量をオーバーし、火災や感電の原因となります。

ヒューズを交換するときは、必ず規定容量のヒューズを使用する
規定容量を超えるヒューズを使用すると、火災の原因となります。

配線作業中は、バッテリーのマイナス側ケーブルを外す
ショート事故による感電やケガの原因となります。

①本機（本体）　１台　②電源ケーブル　1組　③外部マイク　1個　④ネジ袋　１袋　⑤取扱説明書（本書・保証書）　1冊

① ② ③ ⑤④

構　成

●ご使用の前に、この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、説明書を手元に置いてご使用ください。
説明書の指示を守らなかったことによる事故やケガに対して、当社は責任を負いかねます。
●仕様及び外観は、改良のために予告なく変更する場合があります。
●本説明書の写真やイラストは、撮影・印刷条件により、実物と印象が相違する場合があります。

●作業には時間がかかります。明るいうちに終了できるように余裕を持って作業 してください。
●取り付けは、車種・グレード・年式によって異なります。取り付けに関わる情報をお買い上げ店より入手してください。
●車のインパネ等の「取り付け取り外し情報」をお買い上げ店から入手してください。
●動作確認の際に本機の操作を行いますので、取扱説明書も必ずお読みください。
●希望する取り付け位置に対して、コードの長さが十分にあることを確認してください。
●接続の際は、コードに付いているラベルや本説明書を確認しながら、注意して行ってください。
●組み合わせる製品によって使用できない場合があります。組み合わせる製品の取付説明書と取扱説明書も合わせてご覧ください。
●水平に対して30度以内に取り付けてください。
●不明な点はお買い上げ店もしくはLINEにてお問い合わせください。

必ずお読みください

■取付場所について

本機を次のような場所に取り付けない
・前方の視界を妨げる場所　
・ステアリング・シフトレバー・ブレーキペダルなど運転操作を妨げる場所
・同乗者に危険を及ぼす可能性のある場所
運転操作を妨げたり、外れたりして、交通事故やケガの原因となります。

運転者が通常の運転状態におけ
る視点において、右図のポール
が直接確認できるように取り付
けてください。

エアバック装着車に取り付ける場合は、システムの作動に影響する位置には絶対とりつけない
エアバックの正常作動の妨げになり、事故やケガの原因となります。

雨が吹き込むところや水のかかるところ、湿気、ほこりの多いところへは取り付けない
本機に水・湿気・ほこりが入ると発煙や発火の原因となります。

振動の多いところや確実に固定できないところには取り付けない
本機が外れて、事故やケガの原因となります。

直射日光やヒーターの熱風などが直接当たるところや、本機の通風穴や放熱部をふさぐところには取り付けない
本機に熱がこもり、 火災の原因となることがあります。

アンテナを取り付ける場合は、アンテナのエレメントが車幅からはみ出さない場所、
車の前後からはみ出さない場所に取り付ける
歩行者などに接触して、事故の原因となることがあります。

警告
■取付上のご注意

分解や改造はしない
分解、改造、コードの被覆を切って他の機器の電源をとることは絶対におやめください。
事故、火災、感電、故障の原因となります。

小物部品は、乳幼児の手の届くところに置かない
※クランパー・ネジ・カード
誤って飲み込むおそれがあるます。万一飲み込んだとおもわれるときは、すぐに医師へご相談ください。

車体に穴を開けて取り付ける場合は、パイプ類、タンク、電気配線などに干渉や接触をさせない
パイプ類などの破損により、事故や火災の原因となることがあります。

警告
■結線する際のご注意

接続コード類の配線は高熱部を避けて行う
コード類の被覆が溶けてショートし、事故や火災の原因となります。特にエンジンルーム内の配線にはご注意ください。

運転操作の妨げとならないようにコード類はまとめておく・
ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故の原因となります。

電源コードの被覆を切って、他の機器の電源を取ることは絶対にしない
電源コードの電流容量をオーバーして火災や感電の原因となります。

エアバック装着車に接続コード類の配線をする場合は、システムの作動に影響する位置に配線しない
エアバックが正常に作動しない場合があります。事故やケガの原因となります。

注意
必ず付属の部品を指定通りに使用する
指定以外の部品を使用すると、機器内部の部品をいためたり、確実に固定されずに外れたりして、事故や故障などの原因と
なります。

車体に穴を開けてコード類を配線するときは、 絶縁性グロメットを使用する
開口部とコード類との接触により、すりきれてショートし、事故や火災の原因となることがあります。

車体のネジを使用して取り付けを行うときは、ネジがゆるまないように確実に締め付ける
ネジがゆるみ、 事故や故障などの原因となることがあります。

車体の重要保安部品（ステアリング・シートレール・ブレーキ系統・ガソリンタンクなど）に取り付けられているボルト
やナットは絶対に使用しない
使用すると制動不能や故障、発火の原因となります。

取り付け方
取付上のご注意
(1)
(2)

(3)

(4)

本機は、水平面から30°以内に取り付けてください。
トヨタ、日産、ダイハツ、スズキ車への取り付けは、一部車種を除き、車両の取付金具
を使用して取り付けが可能です。
車種や年式により、専用の取付キットを使用しないと取り付けられない場合があります
ので、販売店にご相談ください。
SKY-DA10Fを取りつけるとき、フローティングパネルは外してから行ってください。

・SKY-DA8FおよびSKY-DA7Fを取り付けるとき、パネル面を強く
　押しつけないでください。

(5)
(6)

マイクの取付：サンバイザーにクリップを挟み込み、マイクをを取り付けます。
本体が車両に装着したら、フローティングパネルを取り付けます。（10.1インチのみ）
※取り外し方法を参照し、逆の手順で取り付けます。

前方視界に関して

●取り付けによって視界や運転の妨げになら
　ないことを必ず確認してください。
●ディスプレイの動きを妨げるものが
　無いように、位置を調節してください。

警告

●いずれの基準も左ハンドルの場合は、左右逆になります。注意

運転者が通常の運転状態におけ
る視点において、右図のポール
が直接またはミラーやカメラで
確認できるように取り付けてく
ださい。

直前側方視界に関して

マイククリップ

OPEN

フローティングパネル取り外し方法

パネル面



ケ－ス ケ－ス

MAX . 8mm

MAX . 8mm

破損 

問い合わせ先
株式会社  SKYcreation

電話でのお問い合わせ

LINEでのお問い合わせ ご利用方法
受付時間：平日10時～12時 /13時～16時　（土日祝日と弊社指定休業日は除く）

3757-5346-30 ： LET

LINE 公式アカウントから、お問い合わせをいただけます。
オペレーターがサポートしますので、お気軽にご利用ください。

LINEアプリがインストールされた
スマートフォンなどの携帯端末から、
以下の「二次元コード」を読み取って
ください。

【本サービスご利用時の注意事項】

▪LINEアプリのインストールが必要です。　▪本サービスでは、LINE音声通話／ビデオ通話での対応は行っておりませんので、あらかじめご了承ください。　▪オペレーター回答時間
使い方／修理窓口：受付時間：平日10時～12時/13時～17時（土日祝日と弊社指定休業日は除く）　

　• ハンドル操作や各種レバー（シフトレバーやワイパーレバー、ウインカーレバーなど）操作の妨げになる場合
　• エアバッグ動作の妨げになる場合
　• ハザードスイッチの操作の著しい妨げになる場合
　• その他各種操作スイッチ類の識別や操作の妨げになる場合
　• 各種メータ類や警告灯などの確認の妨げになる場合
　• 車両装備（スイッチやパネルなど）に干渉する場合

取り付け後の本機の可動域 取付例
ここでは、トヨタ車への取り付け例をご紹
介します。
詳しくは、お買い上げ店もしくはLINEにて
お問い合わせください。

［ディスプレイユニット上下位置］ ［ディスプレイユニット角度］ ［ディスプレイユニット首振角度］

●下記の場合は取り付けできません。

車側ブラケット（金具） 

　スポンジテープ 
（市販取付キットに付属） 

　 フェイスパネル 
（市販取付キットに付属） 

　パネルブラケット 
（市販取付キットに付属） 

センターパネル 

M5×8ネジ

M5×8ネジ

本機 

車側の取付金具と、市販品取付キットを使
用した例です。
（★印のネジは車側のネジを使用します）

●取り付けには、必ず付属の
　ネジを正しくご使用ください。
　指定以外のネジを使用すると、
　事故や故障の原因となります。

注意

外部マイク接続端子
付属外部マイクを接続します。

バック信号コード（Reverse）
ギアをバックにいれたときに電源が供給される、バックランプ⊕電源などに接続してください。※１

ヒューズ(15A)

車側の端子 
(1)

(2)
(3)

本機のメイン電源コード（黄色）と接続
している車側の電源コードを抜きます。 
結線が正しいか確認してください。 
確認後、入っていたものと同じ容量のヒ
ューズと交換してください。 ※適合車種についてはお買い求めのお店にご相談ください。

※市販の車種別ステアリングスイッチ接続ケーブ
ルをお買い求めください。
※2信号しかない車両はSW1とSW-GNDを接続してください。
※ステアリングスイッチの設定については、取扱
説明書をご覧ください。

●車側の端子は他の金属部に接触させ
　ないようにしてください。注意

コード 

ストッパー 

ラッチ 車両側コード 

パーキングブレーキ接続コード ■接続方法

車両側コード 

車両側コード 市販エレクトロタップ

パーキングブレーキ 

　コード 

ショート事故による感電やケガの原因となります。 また、ショート事故による機器内部の部品を破損する原因となります。 

市販のエレクトロタップを使って、各信号線と接続してください。
エレクトロタップをご使用して接続する場合、線材の太さをご確認のうえ、
適切なエレクトロタップをご使用ください。

①パーキングブレーキ接続コードをストッパーに当て、
矢印のほうへたたみ返します。 

パーキング
ブレーキランプ 

パーキング ブレーキ
接続コード（桃） 

ラッチがかむまでペンチ
などで締め付けます。 

②車両側コードを通し、矢印のほうへたたみ返します。 

パーキング
ブレーキ接続
コード パーキング

ブレーキ接続
コード 

結線の仕方

取り付け・配線の前に、必ず「正しく安全に取りつけていただくために」をお読みください。 

•配線作業中は、バッテリーのマイナス側 のケーブルを外してください。 

•メイン電源コードを接続する車側電源端子が、15A以上の電流容量であることをお確かめください。15A未満のときは、15A以上の容量を持つ電源コードを使用して、バッテリーに直接接続してください。
警告

警告

ラジオアンテナ入力端子
車側のメインアンテナ端子を
接続します。

❶RIN：右音声入力
❷LIN：左音声入力
❸VIN：映像入力
❹CAM：バックカメラ入力
❺FR：フロント右音声出力
❻FL：フロント左音声出力
❼SUB OUT2：サブウーファー出力2
❽V-OUT1：映像出力1（画面を外部モニターへ映し出します）
❾RR：リア右出力
10RL：リア左出力
11SUB OUT1：サブウーファー出力1
12機能無し

外部映像出力機器を接続し、
本機で表示します

●ステアリングスイッチを接続、設定し割付すると
本機でご使用が可能となります。

※１ エレクトロタップをご使用して接続する場合、線材の太さをご確認の
うえ、適切なエレクトロタップをご使用ください。

※2 ヒューズが切れたときは、ショート事故防止のため次の手順で、入っ
ていたものと同じ容量のヒューズと交換してください。

・アクセサリー(ACC）電源
・アンテナ電源コード

※3 外部アンプを接続する場合、アンプのリモート端子には

のどちらかを接続してください。

外部アンプへ接続しサウンド
システムアップが可能です。※3

外部アンプへ接続しサウンド
システムアップが可能です。※3

⊕灰

⊖灰/黒

⊕白

⊖白/黒

⊕紫

⊖紫/黒

⊕緑

⊖緑/黒

青/桃

青

桃

黒

赤

橙

桃

茶

橙

赤

黄

黒

車側スピーカーコードと
接続してください。

パーキングブレーキの接続コード（Park）
パーキングブレーキランプのアースコード側に接続してください。接続後
パーキングブレーキを引いて映像が表示されることを確認してください。
※パーキングブレーキに接続しないと、一部の機能が操作できなくなります。
※安全のための結線です。正しく結線してください。※１

別取付カメラ用アースコード（F-CAM-GND）
別取付したカメラのアース接続します。※1

フロント右側

アースコード SW-GND

フロント左側

リア右側

リア左側

別取付カメラ用12V電源（F-CAM-12V）
別取付したカメラの映像を切替えたとき、カメラに12Vを出力します。

(ステアリングスイッチ)※１

ステアリングスイッチ
SW2

ステアリングスイッチ
SW1

別取付カメラ用入力（F-CAM-video）
別取付したカメラの映像を切替えたとき、カメラに12Vを出力します。

アンテナ電源コード
パワーアンテナ、ガラスアンテナ装着車の場合、アンテナ電源端子と接続してください。

イルミ電源コード
スモールランプONで電源が供給できる⊕電源に接続してください。

アクセサリー(ACC)電源コード
イグニッションキーでON/OFFできる⊕電源に接続してください。

メイン電源コード
常時電源が供給される⊕電源に接続してください。

アースコード
自動車の金属部へ接続してください。

USB0
CarPlay、AndroidAuto用USBです。

USB1
CarPlay、AndroidAuto用USBです。
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●取り付ける車両によっては、グローブボックスやカップホルダーが使用できなくなったり、エアコン送風口が隠れたりする場合があります。


